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二
○
一
四
年
度
第
一
回
評
議

員
会
は
、
秋
山
佳
弘
副
議
長
（
徳

島
）
の
氏
名
点
呼
か
ら
始
ま
り
、

評
議
員
定
数
六
十
名
に
対
し
、

五
十
五
名
の
出
席
を
確
認
（
後

刻
二
名
の
出
席
確
認
）
し
、
黒

田
文
彦
議
長
（
富
山
）
に
報
告

し
た
。

　

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
（
会
長　

古
橋
博
美
）
は
、
去
る
三
月
十
五
日
（
土
）
午
前
十
一
時
よ
り
、
歯
科
技
工
士
会
館
（
東
京
・
市
ヶ
谷
）
に
お
い
て

二
〇
一
四
年
度
第
一
回
評
議
員
会
を
開
催
し
た
。
冒
頭
、
古
橋
会
長
か
ら
、
本
評
議
員
会
は
現
執
行
部
の
最
後
の
評
議
員
会
で
あ
る
旨
、
四
月
以
降
、
新
体

制
で
さ
ら
に
こ
の
組
織
を
発
展
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
す
る
旨
挨
拶
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
議
案
の
審
議
に
入
り
、
第
一
号
議
案
・
二
〇
一
三
年
度

活
動
一
般
報
告
、
第
二
号
議
案
・
二
〇
一
三
年
度
会
計
収
支
決
算
の
承
認
を
求
め
る
件
が
審
議
さ
れ
、
可
決
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
三
号
議
案
・
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
選
挙
の
件
は
、
立
候
補
者
が
定
員
内
で
あ
っ
た
た
め
、
選
挙
公
示
の
と
お
り
、
新
会
長
に
杉
岡
範
明
氏
（
北
海
道
）、
監
事
に
は
宅
見
満
氏
（
兵

庫
）
と
重
松
大
三
郎
氏
（
茨
城
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　

二
○
一
四
年
度
第
一
回
評

議
員
会
、
任
期
最
後
の
評
議

員
会
開
催
に
当
た
り
ま
し
て

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
月
十
一
日
、
私
は
政
府

か
ら
ご
案
内
を
い
た
だ
い
て
、

東
日
本
大
震
災
の
三
周
年
追

悼
式
典
に
歯
科
技
工
士
を
代

表
し
て
出
席
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
内
閣
総
理

大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
三
権

の
長
、
衆
参
国
会
議
員
、
各

首
長
と
と
も
に
、
犠
牲
と
な

の
全
国
実
務
代
表
者
会
議
の

中
で
詳
し
く
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
た

び
の
診
療
報
酬
の
改
定
、
ま

た
消
費
税
率
の
改
定
に
つ
い

て
、
歯
科
技
工
士
側
か
ら
の

要
望
・
意
見
を
出
し
、
こ
れ

に
つ
い
て
反
映
が
き
ち
ん
と

さ
れ
た
こ
と
を
ご
報
告
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
三
号
議
案
で
は
、

冒
頭
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、

新
し
い
体
制
で
四
月
以
降
執

行
し
て
い
く
役
員
の
選
任
を
、

皆
様
方
に
よ
っ
て
決
定
し
て

い
た
だ
き
、
そ
し
て
新
し
い

体
制
で
さ
ら
に
こ
の
組
織
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
皆
様

方
と
と
も
に
前
進
す
る
た
め

の
評
議
員
会
で
あ
る
こ
と
を

希
望
し
て
、
冒
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ら
れ
た
方
々
に
追
悼
の
誠
を
捧

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
あ
の
震
災
の
日
、

私
は
全
国
の
多
く
の
皆
様
方
か

ら
の
大
き
な
支
持
を
い
た
だ
い

て
、
今
の
職
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
役
員
の
皆
様

方
の
サ
ポ
ー
ト
と
全
国
の
会
員

皆
様
の
後
押
し
で
、
懸
案
で
あ

っ
た
事
項
を
一
つ
一
つ
前
進
さ

せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
通

常
国
会
で
、
懸
案
で
あ
っ
た
歯

科
技
工
士
法
の
一
部
を
改
正
し

て
、
歯
科
技
工
士
国
家
試
験
を

全
国
統
一
試
験
に
す
る
と
い
う

議
案
、
略
称
を
「
医
療
、
介
護
、

総
合
確
保
推
進
法
案
」
と
申
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
既
に
閣
議
決

定
が
済
ん
で
、
今
国
会
中
に
成

立
の
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
後
の
時
間
帯

つ
い
て
は
伝
票
証
憑
等
及
び
こ

れ
に
関
す
る
帳
簿
等
に
よ
り
、

役
員
の
業
務
執
行
に
つ
い
て
は

二
○
一
三
年
度
活
動
報
告
書
及

び
こ
れ
に
関
す
る
書
類
に
よ
っ

て
監
査
を
し
た
結
果
、
本
連
盟

の
会
計
は
正
確
且
つ
適
正
に
処

理
さ
れ
て
お
り
、
会
務
は
適
正

妥
当
に
執
行
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認
め
る
旨
の
監
査
報

告
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
議
長
は
、
質
疑
応
答

に
入
る
旨
を
議
場
に
告
げ
、
評

議
員
の
挙
手
を
求
め
た
（
質
疑

応
答
要
旨
別
掲
）。

　

活
発
な
質
疑
応
答
の
後
、
議

長
は
採
決
に
入
る
旨
を
議
場
に

告
げ
、
採
決
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
第
一
号
議
案
、
第

二
号
議
案
と
も
賛
成
多
数
に
よ

り
承
認
さ
れ
た
。

　

次
い
で
議
長
は
、
第
三
号
議

案
・
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

挙
の
件
の
前
に
協
議
事
項
と
報

告
事
項
を
済
ま
せ
る
旨
を
議
場

に
告
げ
、
執
行
部
に
協
議
事
項

　

こ
れ
を
受
け
議
長
は
、
日
本

歯
科
技
工
士
連
盟
規
約
第

二
十
六
条
に
基
づ
き
、
二
○

一
四
年
度
第
一
回
評
議
員
会
の

開
会
を
宣
言
し
た
。

　

次
い
で
議
長
は
、
議
事
録
署

名
人
の
選
出
方
法
を
議
場
に
諮

っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
議
長
一
任
と
な

り
、
高
橋
幹
夫
評
議
員
（
千
葉
）

と
松
下
清
松
評
議
員
（
愛
媛
）

が
指
名
さ
れ
、
両
評
議
員
受
諾

後
古
橋
会
長
の
挨
拶
（
要
旨
別

掲
）
に
移
っ
た
。

　

引
き
続
き
議
長
は
、
議
事
に

入
る
旨
を
議
場
に
告
げ
、
第
一

号
議
案
・
二
○
一
三

年
度
活
動
一
般
報
告
、

第
二
号
議
案
・
二
○

一
三
年
度
会
計
収
支

決
算
の
承
認
を
求
め

る
件
の
一
括
上
程
及

び
監
査
報
告
を
執
行

部
に
求
め
た
。

　

第
一
号
議
案
は
、

岩
澤
毅
総
務
よ
り
歯

科
技
工
士
国
家
試
験

統
一
試
験
に
係
る
歯

科
技
工
士
法
の
改
正
、

歯
科
技
工
士
に
関
す

る
制
度
推
進
議
員
連

盟
、
歯
科
三
団
体
連

盟
役
員
に
お
け
る
協

働
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
た
。

　

第
二
号
議
案
は
国

府
田
知
生
副
会
長
よ

り
、
資
料
を
基
に
詳

細
な
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　

次
い
で
宅
見
満
監

事
か
ら
、
二
○
一
三

年
度
の
会
計
収
支
に

2014年度第1回評議員会

二
〇
一
四
年
度
第
一
回
評
議
員
会

新
会
長
に
杉
岡
範
明
氏
を
選
出
！

監
事
に
は
宅
見
　
満
氏
、
重
松
大
三
郎
氏

の
有
無
を
確
認
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
協
議
事
項
は

な
い
旨
が
議
長
に
告
げ
ら
れ
た
。

　

引
き
続
き
議
長
は
、
報
告
事

項
の
議
場
へ
の
報
告
を
執
行
部

に
求
め
た
。

　

古
橋
博
美
会
長
か
ら
、
統
一

試
験
の
実
現
に
絡
み
歯
科
技
工

士
法
の
改
正
が
今
国
会
に
て
審

議
さ
れ
る
旨
、
地
方
分
権
を
推

進
す
る
た
め
の
法
律
案
に
つ
い

て
、
そ
の
他
直
近
の
時
局
・
渉

外
活
動
に
関
し
て
等
説
明
報
告

が
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
議
長
は
、
第
三
号
議

案
・
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

挙
の
件
に
入
る
旨
を
議
場
に
告

げ
、
執
行
部
に
議
案
提
案
を
求

め
た
。

時
見
高
志
理
事
長
か
ら
、
現
執

行
部
の
任
期
が
三
月
三
十
一
日

ま
で
で
あ
り
、
日
本
歯
科
技
工

士
連
盟
規
約
及
び
役
員
選
挙
規

程
に
よ
り
、
選
挙
管
理
員
会
の

選
挙
公
示
の
と
お
り
会
長
及
び

監
事
の
選
任
を
お
願
い
す
る
旨

の
提
案
が
行
わ
れ
た
。

　

次
い
で
議
長
は
選
挙
開
始
を

議
場
に
告
げ
、
鎌
田
栄
幸
選
挙

管
理
委
員
長
（
東
京
）
に
経
過

報
告
を
求
め
た
。

　

鎌
田
委
員
長
か
ら
は
、
役
員

選
挙
規
程
に
則
り
選
挙
管
理
委

員
会
を
組
織
し
、
現
在
に
至
る

ま
で
の
経
過
報
告
が
行
わ
れ
た
。

引
き
続
き
委
員
長
は
、
会
長
選

挙
、
監
事
選
挙
と
も
に
立
候
補

者
が
定
員
を
超
え
て
い
な
い
た

め
、
役
員
選
挙
規
程
第
十
三
条

に
よ
り
、
無
投
票
に
よ
る
当
選

者
を
決
定
す
る
た
め
、
議
長
に

評
議
員
会
の
承
認
手
続
き
を
求

め
た
。

　

議
長
は
、
投
票
に
よ
ら
な
い

当
選
者
の
決
定
の
手
続
き
の
た

め
、
賛
成
者
の
挙
手
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　

引
き
続
き
議
長
は
、
当
選
証

書
の
授
与
を
鎌
田
委
員
長
に
求

め
、
鎌
田
委
員
長
か
ら
杉
岡
範

明
新
会
長
、
宅
見
満
・
重
松
大

三
郎
両
監
事
に
当
選
証
書
の
授

与
が
行
わ
れ
た
。

　

議
長
は
以
上
を
も
っ
て
第
三

号
議
案
を
終
了
す
る
こ
と
を
議

場
に
告
げ
た
。

　

続
い
て
議
長
は
、
新
会
長
が

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
規
約
第

十
一
条
四
項
の
規
定
に
則
り
、

副
会
長
及
び
理
事
を
評
議
員
会

の
承
認
を
得
て
会
長
が
指
名
す

る
た
め
の
承
認
手
続
き
を
議
場

に
求
め
た
結
果
、
挙
手
多
数
で

承
認
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
杉
岡
新
会
長

は
、
日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
規

約
第
十
八
条
二
項
に
の
っ
と
り
、

古
橋
現
会
長
を
相
談
役
に
委
嘱

し
、
対
外
的
に
は
本
連
盟
の
代

表
と
し
て
渉
外
活
動
に
あ
た
っ

て
欲
し
い
の
で
評
議
員
皆
様
に

承
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
議

長
に
求
め
た
。

　

議
長
は
、
こ
の
件
に
関
し
議

場
に
承
認
の
挙
手
を
求
め
、
挙

手
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

　

次
い
で
議
長
は
、
杉
岡
新
会

長
、
宅
見
満
・
重
松
大
三
郎
両

監
事
に
決
意
表
明
を
求
め
た（
決

意
表
明
要
旨
別
掲
）。

　

引
き
続
き
議
長
は
退
任
役
員

の
挨
拶
を
求
め
、
古
橋
博
美
会

長
よ
り
退
任
役
員
を
代
表
し
て

挨
拶
が
行
わ
れ
た
（
退
任
挨
拶

要
旨
別
掲
）。

　

最
後
に
議
長
が
議
事
進
行
へ

の
協
力
御
礼
を
述
べ
、
評
議
員

会
は
終
了
し
た
。

新
会
長
に
杉
岡
範
明
氏
を
選
出
！

監
事
に
は
宅
見
　
満
氏
、
重
松
大
三
郎
氏
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●答　

歯
科
専
門
職
の
資
質
向
上

検
討
会
に
て
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
歯
科
技
工
士
の
資
質
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
何
が
必
要

か
と
い
う
本
則
に
則
っ
て
主
張

し
て
い
る
。

●問　

制
度
推
進
議
員
連
盟
が
で

き
、
地
元
で
も
議
連
所
属
議
員

の
支
援
活
動
が
必
要
な
の
で
、

交
付
金
を
い
た
だ
き
た
い
。

●答　

本
年
も
予
算
立
を
し
て
い

る
が
、
そ
れ
以
外
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
次
期
執
行
部
に
申
し

送
る
。

●問　

会
員
に
説
明
す
る
た
め
、

日
技
連
盟
の
具
体
的
な
活
動
状

況
な
り
進
捗
状
況
を
報
告
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

●答　

活
動
に
つ
い
て
は
、
機
関

紙
の
発
行
、
総
務
会
報
告
書
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
逐
一
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。

●問　

第
二
十
三
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
比
例
代
表
選
挙
に
係

る
活
動
費
は
決
算
書
の
中
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。

●答　

反
映
さ
れ
て
い
る
。

●問　

評
議
員
会
の
資
料
の
中
に

「
定
式
化
」
と
い
う
文
言
が
あ

る
が
、
今
評
議
員
会
に
お
い
て

新
連
盟
会
長
が
決
ま
る
が
、
公

益
社
団
の
会
長
も
自
ず
と
そ
う

な
る
と
い
う
意
味
合
い
か
。

●答　

公
益
社
団
の
定
款
や
日
技

連
盟
規
約
の
中
に
兼
任
と
い
う

決
ま
り
は
な
い
。
有
権
者
も
違

う
わ
け
で
、
公
益
社
団
は
選
ば

れ
た
理
事
の
理
事
会
で
代
表
者
を

決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

●問　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
県

に
活
動
費
を
助
成
す
る
こ
と
は

可
能
か
。

●答　

被
災
地
に
出
か
け
、
皆
様

の
暖
か
い
義
援
金
を
お
届
け
し

た
。
そ
の
ほ
か
に
金
銭
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ

に
評
議
員
会
で
議
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
あ

る
。

●問　

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟
で

は
役
員
報
酬
は
あ
る
の
か
。

●答　

収
支
報
告
書
の
事
務
所
費

の
中
の
通
信
費
と
い
う
科
目
で

実
費
弁
償
し
て
い
る
。

●問　

歯
科
技
工
所
の
数
が
実
際

と
乖
離
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

●答　

今
年
が
調
査
の
該
当
年
で

あ
る
が
、
実
態
に
近
い
数
値
を

行
政
が
発
表
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
、
行
政
側
と
話
し
合
い
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●問　

教
育
年
限
の
延
長
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

二
〇
一
四
年
度　
　

第
一
回
評
議
員
会

二
〇
一
四
年
度　
　

第
一
回
評
議
員
会
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先
ず
、
こ
の
二
年
間
、
そ
し

て
古
橋
会
長
が
就
任
し
て
か
ら

三
年
間
、
本
当
に
日
本
歯
科
技

工
士
連
盟
の
役
員
の
皆
様
の
活

動
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
評

議
員
と
し
て
、
心
か
ら
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
任
期
は
ま
だ
半
月
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
と
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
評
議
員
の
皆
様
、
改

め
て
拍
手
で
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
候
補
者
が
定
数

内
だ
っ
た
い
う
こ
と
で
、
選
挙

に
よ
ら
ず
、
不
肖
私
が
会
長
と

い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
改
め
て
評
議
員
の
皆

様
の
前
で
、
本
連
盟
の
目
的
で

あ
り
ま
す
歯
科
技
工
士
の
社
会

的
、
経
済
的
地
位
の
向
上
と
、

歯
科
医
療
の
発
展
を
図
る
た
め

に
、
民
主
主
義
に
基
づ
く
政
治

活
動
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

を
お
約
束
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
う
は
言
い
ま
し

て
も
、
私
は
古
橋
会
長
を
初
め

と
す
る
歴
代
の
会
長
の
よ
う
に

力
も
、
オ
ー
ラ
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
た
だ
、
人
と
し
て
個
人
的

な
不
利
益
が
あ
ろ
う
と
も
、
ど

ん
な
障
害
や
圧
力
、
困
難
が
あ

ろ
う
と
も
、
や
る
べ
き
こ
と
は

や
る
と
い
う
倫
理
観
の
基
本
は

だ
れ
に
も
負
け
な
い
つ
も
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
か
、
今
を
生
き
る
世
代

の
責
任
と
し
て
、
次
の
世
代
の

歯
科
技
工
士
が
今
よ
り
少
し
で

も
よ
い
環
境
で
こ
の
仕
事
に
就

け
る
よ
う
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
決
意

表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

退
任
役
員
挨
拶
（
古
橋
会
長
）

新
監
事
決
意
表
明

◆
宅
見
満
監
事

　

た
だ
い
ま
新
会
長
の
力
強
い

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

我
々
の
経
済
問
題
を
解
決
す
る

に
は
、
や
は
り
日
本
歯
科
医
師

会
と
の
関
係
が
切
り
離
せ
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
新
会
長
に
は
会
員

の
付
託
に
こ
た
え
て
い
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
重
松
大
三
郎
監
事

　

監
事
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
、

重
松
大
三
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
会
、
連
盟
と
も
ど
も
、
こ

の
組
織
は
今
変
革
期
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
認

識
の
も
と
に
監
事
職
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

組
織
上
、
非
常
に
厳
し
い
時

期
に
役
割
を
担
っ
て
、
非
力
の

私
を
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
助
け
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
国
の
皆

様
方
の
温
か
い
思
い
で
今
日
ま

で
精
一
杯
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
任
期
は
三
月
三
十
一

日
ま
で
あ
り
ま
す
の
で
、
残
さ

れ
た
任
期
を
精
一
杯
活
動
す
る

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
ま

た
四
月
以
降
も
任
を
与
え
ら
れ

れ
ば
精
一
杯
努
力
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、

こ
れ
ま
で
の

感
謝
と
、
こ

の
組
織
が
さ

ら
に
充
実
し

た
す
ば
ら
し

い
組
織
に
な

る
よ
う
祈
念

し
て
、
お
礼

の
御
挨
拶
に

か
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
当
に
お

世
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。


